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平成29年3月期通期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 平成28年11月10日に公表いたしました平成29年３月期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）の業績予

想値と、平成29年３月期の決算値に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．業績予想値と決算値との差異 

  平成29年３月期通期連結業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成28年11月10日発表） 

百万円 

35,000 
百万円 

300 
百万円 

100 
百万円 

10 
円 銭 

0.12 

今 回 発 表 実 績（Ｂ） 36,470 297 180 111 1.33 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,470 △3 80 101  

増 減 率（％） 4.2 △1.0 80.0 ―  

（ご参考）前 期 実 績 

（ 平 成 28年 ３ 月 期 ） 
40,917 883 624 182 2.18 

 

２．差異の理由 

 モジュール製品のＴＶ向け売上高が減少したものの、前年11月発表時の想定レート105円/米ドルに

対し、円安水準にシフトしたことから、売上高、営業利益は予想水準となり、為替差損益の良化を主

因に経常利益は増加となりました。 

 また、フィリピンの製造子会社の株式譲渡を当年３月に予定しておりましたが、譲渡の条件となっ

ております現地政府機関の許認可の取得見込が５月以降となったことから、当期では連結除外に伴う

為替換算調整勘定の取崩益等を計上できませんでした。よって、同子会社の整理に伴う特別損失は、

予想に織り込んでおりました約10百万円から65百万円に増加しましたが、投資有価証券売却益119百万

円など特別利益の計上により、親会社株主に帰属する当期純利益は増加となりました。 

 なお、次年度に予定しております同子会社の連結除外益は、特別利益として約70百万円を見込んで

おります。 

以 上 


